























































































た。2012 年 8 月、新井氏らが来室し対象となりうる
2013 年になってから認定に向けて、当館との間
換がおこなわれた。当初は、化学遺産とはどういう
ることにより、当該資料の保存、公開に何らかの
ないか、といった疑問もあったが、そうした疑問
め化学遺産委員会から逐一丁寧な回答が寄せられた
2014年1月、化学遺産委員会から特別資料室
の認定に関するご同意のお願い」が示され、それに
名で同意書をお返しし、正式に化学遺産に認定
たものである。
当館の洋学文庫といえば、杉田玄白肖像や
ランダ正月）など一般によく知られた資料を含
化財に指定されている大槻玄沢関係資料、さらには
の医師・岡泰安がシーボルトから受けた「医学
であり、宇都宮三郎に関する資料が話題にのぼることはあまりなか
った。ただ、これらの資料も決して死蔵されていたわけではなく
3
より当館に
事前調査の依頼が
精細画
もそこに公開され
出られたものであっ
資料を閲覧、
で具体的な意見交
ものか、認定され
支障が生じることは
に対して新井氏はじ
。最終的には
にあてて「化学遺産
対し図書館長
されることが決まっ
芝蘭堂新元会図（オ
み、一括して重要文
周防国（山口県）
証明書」などが有名
、す
でに目録も公開され、前述のように古典籍総合
て精細な画像をいつでも、どこからで
ている。
今回の化学遺産認定がきっかけとなって
の注目を浴びることの少なかった資料
し、化学遺産認定の報告としたい。
＜注＞
（１）1878 年に東京大学理学部の卒業生
当初は化学会と称したが、会員の
けて、1921 年に日本化学会となる
http://www.chemistry.or.jp/societyguide/organization/
.html参照。
（２）日本化学会「化学遺産認定規則
（３）「化学遺産認定基準」（http://www.chemistry.or.jp/know/2013
/03/07/doc/ninteikijyun.pdf）参照
（４）以下、宇都宮三郎については、①
化学技術へ 近代技術を拓いた男
員会、2001 年）、②日本化学会『「
（2013年）による。
（５）日本化学会｢化学遺産認定制度推進体制図
化学遺産認定証（撮影：『ふみくら』編集委員会）
ふみくら No.85
データベースを通じ
も見ることができるようになっ
、公開されてはいるもの
が一層活用されることを期待
、在学生らによって設立、
増加、東大以外への広まりを受
。現在、会員数約３万人。
history
」（2011年制定）
。
豊田市郷土資料館『舎密から
・宇都宮三郎』（豊田市教育委
化学遺産」認定候補推薦書』
｣2013年度。
